
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日 2006年4月1日
学部・研究科名 教育学部
学科・専攻等名 健康科学教育課程
コース等名 スポーツ健康科学コース

健康科学教育課程の教育目

人と健康の関わりについて、
運動面、生活面から科学的
視点に立って理論的、実践
的に学習し、心身ともに健康
であることの意義を理解し健康科学教育課程の
Graduation Policy(GP)　（◎
＝ＧＰ達成のために、特に重
要な事項、○＝ＧＰ達成の
ために、重要な事項、△＝Ｇ
Ｐ達成のために 望ましい事

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる
題目・問題・テーマ等を箇条書に記
入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき
最低限の（行動）目標を学生が主語で
行為動詞を使用して箇条書に記入す
る。）

高齢社会を迎えた我が
国で、生涯にわたって
健康を維持し、活力あ
る人生を送るための課
題について、運動科学
および生活科学の視点
から多面的、総合的に
考え、実践することが
でき、さらに健康づく
りに指導的な役割を果
たすことができる。

１.　修学計画能力：ス
ポ−ツ健康科学コ−スに
おいて何を学ぶか、身
体運動と健康の関連に
ついての概念を得る。
また、スポ−ツ健康科学
コ−ス教育プログラムの
学習・教育目標を掌握
し、自ら修学プランを
立案できる。

２．専門基礎能力：専
門基礎科目としてとり
あげる人の生涯にわた
る身体の構造や機能の
変化ならびにそれらに
対する運動の影響につ
いての知識を習得でき
る。

３．専門応用能力：こ
れまで学んできた専門
基礎科目の知識を統
合・発展させ、体力ト
レ−ニング処方や健康づ
くりのための運動処方
を実践するための理論
と指導法が修得でき
る。

４．課題解決総合能
力：課題研究を通して
論理的な考察能力を養
い、自分のアイディア
や成果を文章にまとめ
ることができる。

５．進路計画能力：運
動と健康あるいは広く
健康に関する業界の動
向や人間像、就職環境
などを掌握して、将来
の進路を展望し、自ら
の進むべき方向が決定
できる。

総合演習

人類に共通する課題や日本社会に関わる
課題について学ぶ。

１．人類や日本社会の課題を理解し、説明で
きる。
２．上記の課題を分析・検討し、自分の意見を
持つことができる。
３．上記の課題についての自分の意見を相手
に応じて分かりやすい形で伝えることができ
る。

１◎
２○
３○

１◎　　　　　　　　　　２
△　　　　　　　　　　　３
○

１○　　　　　　　　　　２
△　　　　　　　　　　３○

１△　　　　　　　　　　２
○　　　　　　　　　　３◎

健康科学概論

健康と密接に関わる運動、食生活および
住居に関しての今日的な話題を取り上げ、
問題点や対応策などを考察して、「健康」
について考える基本的な姿勢・視点の構
築をする。

1. 健康と運動のかかわりについて説明でき
る
2. 健康と食生活のかかわりについて説明で
きる
3. 健康的な住生活について説明できる 4.
健康と運動のかかわりについて考察できる。
5. 健康と食生活のかかわりについて考察で
きる。
6. 健康と住生活のかかわりについて考察で
きる。
7. 運動に関心を広げ、実践できる。
8. 食生活に関心を広げ、健康的な食生活を
実践できる。
9. 住生活に関心を広げ、健康的な住生活を
実践できる。
10. 健康について主体的に改善をはかろうと
する。

 ７△
 ８△
 ９△

 １０△

 １◎
 ７○

 １０△

人体構造機能論I

身体を構成している部分の構造と形態（解
剖学）、そして部分の働き（生理学）につい
て、特に身体運動に関わり深い骨格と筋
について概説する。

1．個体を構成する各レベルについて説明で
きる。                                           2．生体
の化学組成について説明できる。
3．細胞の概観と人体にみられる組織につい
て説明できる。
4．骨格系と筋系についてについて説明でき
る。                                                5. 授
業で取り上げた項目について、運動との関わ
り合いからの見方・考え方ができる。
6. 構造的・機能的観点から人体に関心を持
つ。

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○
 ６△

 １△
 ２△
 ３△
 ４△
 ５△
 ６○

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５◎
 ６◎

人体構造機能論II

運動の仕組みを理解する上で必要な人体
の構造と機能を神経・感覚器官・呼吸循環
器官・泌尿器官・内分泌器官などについて
概説する。

1. 各器官の構造と機能について理解し、説
明することができる。
2. 運動による各器官の機能変化などについ
て推論することができる。
3. 各器官の構造と機能について関心を持
ち、自ら学ぶ姿勢が見られる。

 １△
 ２○
 ３△

 １△
 ２△
 ３○

 １◎
 ２◎
 ３◎

発育発達老化論

「小児は、大人の縮図ではない。」というこ
とを耳にする。これは、健康問題について
考える場合、加齢の過程を正しく認識する
ことが重要であることを示唆するものであ
る。同様に、教育の領域においても然りで
ある。　本講義では、乳児期から高齢期ま
での間に見られる形態や機能の変化につ
いて概説する。

1. 乳児期から高齢期までの間に見られる形
態や機能の変化についての概略を説明でき
る
2. 授業で取り上げた項目について、運動指
導などの関わり合いからの見方・考え方がで
きる
3. 構造的・機能的発育発達経過の観点から
人体に関心を持つ。

 １○
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３○

 １◎
 ２◎
 ３◎

 １○
 ２○
 ３△

病態生理学

疾病構造の変遷を概観し、生活習慣病の
要因構造について述べる。その上で各生
活習慣病がどのような原因で発症するか、
生理・生化学および栄養学的な観点から
概説する。

1. 各生活習慣病の原因について理解し、説
明することができる。
2. 生活習慣の異常、改善がどのような変化
をもたらすか推論することができる。
3. 生活習慣と疾病の関連について関心を持
ち、自ら学ぶ姿勢が見られる。
4. 生活習慣と疾病の関連について解説し、
その改善と効果について表現できる。

 １△
 ２○
 ３△
 ４○

 １○
 ２◎
 ３○
 ４◎

 １△
 ２○
 ３○
 ４◎

 １△
 ２○
 ３○
 ４◎

文献講読演習

スポ－ツ健康科学に関する理論的・実験
的研究手法を理解するために国内・外の
文献を講読する。

1. 国内・外の文献を講読して、スポ－ツ健康
科学に関する理論的・実験的研究手法を理
解する。
2. 国内・外の文献を講読して、スポ－ツ健康
科学の今日的課題を明らかにし、課題解決の
ための研究方法を思考する。
3. スポ－ツ健康科学の今日的課題に関心
を持ち、課題解決に意欲を持つ
4. 口頭および文章で適切な表現による説明
ができる。

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４◎

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４◎

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４◎

運動生理学I

神経および筋の生理的機能について概説
するとともに、運動制御機構における神経
－筋の役割および運動学習やトレーニン
グにともなう神経、筋機能の変化とその生
理学的機序について講義する。

1. 神経および筋の生理的機能について理
解する。運動制御機構における神経－筋の
役割および運動学習やトレーニングにともな
う神経、筋機能の変化とその生理学的機序に
ついて理解する。
2. 運動制御機構における神経－筋の役割
および運動学習やトレーニングにともなう神
経、筋機能の変化とその生理学的機序を説
明できる。
3. 運動制御機構における神経－筋の役割
および運動学習やトレーニングにともなう神
経、筋機能の変化に関心を示し、生体の合理
性などに関する意識を高める。

 １○
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３○

 １◎
 ２◎
 ３◎

 １○
 ２○
 ３○

運動生理学II

運動時の呼吸循環器系の反応や調節機
構、運動トレーニングに対する呼吸循環系
の適応などについて講義する。

1.運動時の呼吸循環器系の反応および調節
機構について説明できる。
2.運動トレーニングに対する呼吸循環系の適
応について説明できる。
3.運動の種類による呼吸循環系の反応およ
び調節機構の違いを説明できる。
4.運動トレーニングの種類による呼吸循環系
の適応の違いを説明できる。
5.運動時の呼吸循環器系の反応および調節
機構について関心を持つ。
6.運動トレーニングに対する呼吸循環系の適
応について関心を持つ。

 １○
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３○

 １◎
 ２◎
 ３◎

 １○
 ２○
 ３○

運動生理学実習

安静時や運動時の呼吸循環機能の測定
に関する実習を行う。

1. 運動に関わる生理的機能の測定方法な
らびに、安静時や運動時の呼吸循環系の反
応について実習を通して理解を深める。
2. 実習した測定法を卒業研究に活用できる
ようになることもこの授業の目標とする。

 １◎
 ２△

 １○
 ２◎

運動生化学

運動によって生じる生体内の化学的変化
とその機序について、とくに運動と関わり
のあるエネルギー供給機構、酸素運搬機
能、酸塩基調節能などを中心に概説する。

1. 身体運動時の生化学的変化を説明でき
る。
2.運動時の骨格筋、血液、尿などの生化学
変化などについて推論することができる。
3. 運動時の生化学変化について関心を持
ち、自ら学ぶ姿勢が見られる。

 １○
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３○

 １◎
 ２◎
 ３◎

 １○
 ２○
 ３○

運動生化学実習

身体運動によって生じる生体内の変化をと
らえる際、生化学的手法は今や分野を問
わず強力な手法の一つとして行われてい
る。本授業では、身体運動に関わり深い体
液成分や骨格筋の酵素活性などの測定を
通して、生化学測定法について理解修得
する。さらに、各課題についてのレポート
のまとめ方についても修得する。

1. 各測定法の原理について説明ができる。
2. 測定結果について、妥当な解釈ができ
る。
3. 研究方法の一つの手法として、関心を持
つことができる。
4. 実験実習にふさわしい態度を持つことが
できる。
5. 測定手技、結果のまとめ方、結果の解
釈、文章表現などが確実にできる。

 １△
 ２◎
 ３△
 ４△
 ５△

 １△
 ２◎
 ３△
 ４△
 ５◎

教育学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） スポーツ健康科学コースの教育目的

学校教育および社会のさまざまな分野において教育の素養をもって貢献できる人材の養成を目的とする。 運動と健康のかかわりについて理論的・実践的に学習し、心身ともに健康であることの意義を理解し、それを維持することの課題・諸問題を把握
し、解決できる人材を育成する。

健康科学教育課程スポーツ健康科学コースのカリキュラム

スポーツ健康科学コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成
のために、望ましい事項）



環境生体適応学

暑熱、高圧（潜水）などの諸環境に対して、
生体に起こる反応、適応、その生理的メカ
ニズムなどについて講義する。

１．諸環境に対して、生体に起こる反応、適
応、その生理的メカニズムについて説明でき
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．各環境下
において、生体の適応を促す方法、および注
意すべき事項について説明できる。
３．諸環境に対する生体適応などについて感
心を持つ。

 １○
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３○

 １◎
 ２◎
 ３◎

 １○
 ２○
 ３○

運動栄養学

この授業では、基礎的栄養学を土台に、先
ず、骨格の構築と栄養素との関係を学習
し、次に、スタミナと栄養（エネルギー代謝
を含む）との関係、ウェイトコントロールと
栄養との関係、疲労回復と栄養との関係
等について学び、運動と栄養の関係を考
える。

１．栄養と運動の関係を理解し、より具体的に
説明できる。（スタミナと栄養の関係、疲労回
復と栄養関係など）

 １○  １○  １◎  １○

バイオメカニクス

身体運動は骨格筋の収縮を骨に伝え、そ
の力学量を環境に働きかけて遂行してい
る。したがって、はじめに骨と関節及び筋
肉についてのアウトラインを述べ、それを
土台に柔軟性、筋力トレーニングについて
概説する。つづいて、身体各部位の筋の
構造や作用について理解し、身体運動と
の観点から筋の働きを考察する。　さら
に、身体運動を力学的側面から分析する
ための力学的基礎と応用について解説す
る。

1．構造や機能を説明できる
2．関連器官の機能を関係づけられる
3．力学的分析にもとづき、動きの価値を評価
できる
4．よりよいヒトの動きの分析と考察に寄与で
きる；

 １○
 ２○
 ３○
 ４○

 １○
 ２○
 ３○
 ４○

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎

 １○
 ２○
 ３○
 ４○

バイオメカニクス実
習

この授業では、映像・フォ-スプレイト・自転
車エルゴメ－タ-・トレッドミルなどを用いて
身体運動や日常の動作を分析する方法と
身体運動の効率などについて、実習を通し
て学習する。

1. 各機器の原理を説明し使用することがで
きる。生体内でのエネルギ－変化と自転車が
行った仕事量の関係が説明できる。
2. 測定の結果について説明できる。
3. 研究の一の手法として、関心を持つこと
ができる。
4. 測定手法、結果のまとめ方、結果の解
釈、文章表現などが確実にできる。

 １△
 ２○
 ３△
 ４◎

 １△
 ２○
 ３△
 ４◎

健康運動処方論

健康の維持増進のための運動処方の基
本的考え方、流れ（プロセス）について概
説した上で、それぞれのプロセス、すなわ
ち医学検査、運動負荷検査、体力測定な
どの考え方と進め方、それらの結果を基に
した具体的運動プログラム（運動の種類、
強度、時間、頻度）の考え方や対象者に応
じた具体的運動プログラムの考え方などに
ついて解説する。

1. 健康の維持増進のための運動処方の基
本的考え方、流れ（プロセス）について説明で
きる。運動処方のための医学検査、運動負荷
検査、体力測定に関して説明できる。健康の
維持増進のための具体的運動プログラム（運
動の種類、強度、時間、頻度）作成のための
ポイントを説明できる。
2. 医学検査、運動負荷検査、体力測定など
の結果を基に、具体的運動プログラム（運動
の種類、強度、時間、頻度）が適切かどうか
が判断できる。
3. 健康の維持増進のための運動処方に関
心を持つ。

 １◎
 ２◎
 ３○

 １◎
 ２◎
 ３△

健康運動処方演習

医学検査、運動負荷検査、体力測定など
の結果を基にした、個々人に応じた運動プ
ログラム（運動の種類、強度、時間、頻度）
の具体的たて方について解説し、演習や
実習を通して、実際に運動プログラムを作
成する。

1. 医学検査、運動負荷検査、体力測定など
の結果を基にした、個々人に応じた運動プロ
グラム（運動の種類、強度、時間、頻度）の具
体的たて方について説明できる。
2. いろいろな対象に応じた運動処方を、医
学検査、運動負荷検査、体力測定などの結
果を基にして具体的に行うことができる。
3. いろいろな対象に応じた運動処方を実際
に行うことに、関心を持つ。
4. 運動負荷検査、体力測定の結果を基に、
運動処方を実際に行うための計算等が出来
る。

 １◎
 ２◎
 ３△
 ４◎

 １◎
 ２◎
 ３△
 ４◎

スポーツ障害（救急
法を含む。）

スポーツ障害：スポーツ障害・外傷の発生
状況とその特徴、スポーツ種目別の特徴
を説明する。骨・関節の急性外傷と慢性障
害について明らかにするとともに、フィール
ドにおける予防・応急処置、治療について
概説する。実習では、特に肩関節・膝関節
の診療手技について指導する。

1. スポーツ障害・外傷についての一般的特
徴、成長期のスポーツ障害、オーバーユーズ
症候群、頭部加速損傷について説明できる。
整形外科メディカルチェックの観点が説明で
きる。
2. スポーツ障害・外傷の予防・応急処置が
できる。骨関節外傷を類別できる。
3. スポーツ障害・外傷に関わる問題に関心
を持つ。

 １○
 ２◎
 ３○

 １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２◎
 ３○

テーピング・マッ
サージ演習

アスレチックトレーナーの職務を理解し、必
要となる知識を学ぶことを目的とする

1. スポーツ外傷障害の発生機序、そしてそ
れを予防し、外傷より復帰させるアスレチック
トレーナーの職務の理解、またその中でテー
ピングの技術、スポーツマッサージの技術を
学ぶ

 １◎  １○  １◎  １◎

体力トレーニング論

運動生理学の基礎知識をもとに、トレ－ニ
ングによる身体器官の適応変化およびトレ
－ニングの原理・方法について学習する。
また、トレ－ニングの計画立案における注
意すべき事項についても学習する。

1. トレ－ニングによる身体器官の適応変化
およびトレ－ニングの原理・方法について理
解する。また、トレ－ニングの計画立案におけ
る注意すべき事項についても理解する。
2. トレ－ニングによる一部の器官の適応を
他の器官と関連付けて思考することができ
る。
3. 新聞・雑誌などの記事から種々のトレ－
ニング方法の情報を収集することに関心があ
る。

 １○
 ２○
 ３◎

 １◎
 ２○
 ３△

 １◎
 ２◎
 ３△

体力トレーニング処
方演習

トレ－ニングの指導法や体力測定及びそ
のデ－タ－処理法に関する実習を行う。

1. 体力測定の意義と方法を理解する。トレ－
ニングの指導法を理解する。得られたデ－タ
－の整理方法について実習を通して理解す
る
2. 既成の体力測定法にとらわれずに新しい
方法を思考する。
3. 体力測定結果のデ－タ－の利用法につ
いて関心を持つ。

 １○
 ２○
 ３△

 １◎
 ２◎
 ３○

 １○
 ２○
 ３○

スポーツ体育情報
処理演習

情報技術の発展により社会の情報化が急
速に進展する今日，「情報リテラシー」をで
きるだけ早い時期に身に付けておくが重要
である。情報リテラシーとは，一言で言え
ば，コンピュータを道具として利用・活用す
る能力のことである。Windows OS上で，電
子メールの送受信，インターネットを利用し
た情報検索，情報倫理，文書作成，ホーム
ページ作成，表計算，プレゼンテーション
などの演習を行う。

1. パソコンの基本的な操作方法を説明でき
る。
2. 基本的なアプリケーションを活用できる。
3. 氾濫する情報の中から，自分の判断で意
味のあるものを選び出すことができる。
4. パソコンに関する情報をインターネットなど
で収集できる。
5. 自分が専攻する分野の学習にパソコンを
活用することに，意欲をもやすことができる。
6. ネチケットを守った行動ができる。
7. グループ作業を協調して行うことができる。
8. マルチメディアを活用した文書を作成でき
る。
9. データの集計や分析を行うことができる。
10. 情報の発信を行うことができる。
11. 明快で論理的な説明を行うことができる。

 １△
 ２△
 ３△
 ４△
 ５◎
 ８◎
 ９◎

 １１◎

運動指導論（運動
方法学を含む。）

一般成人のみならず少年少女や高齢者も
含めた対象に、健康づくりのための各種の
運動を指導する際に必要な各種運動に関
する基礎知識、指導の考え方、指導の具
体的方法などについて解説するとともに、
適宜それに関する演習や実習を行う。

1. 健康づくりのための各種の運動を指導す
る際に必要な各種運動に関する特徴、指導
の基本的考え方、指導の具体的方法につい
て説明できる。
2. 一般成人のみならず少年少女や高齢者
も含め、対象に応じた健康づくりのための各
種運動内容、その方法を適切に選択できる。
3. 健康づくりのための各種運動指導に関心
を持つ。
4. 健康づくりのための各種運動を、対象に
応じて具体的に指導することができる（基礎
的な部分について）。

 １○
 ２◎
 ３△
 ４◎

 １○
 ２◎
 ３△
 ４◎

陸上運動
中学校体育科における陸上競技の走・跳・
投の種目を行い、実技能力と指導能力を
高めます。

スイミング

水泳はプール実習を２年間にわたり履修
すること（３日間×２）になっています。プー
ルで泳ぐだけでなく、担当教官の助言を受
けながら泳力班別の活動計画の作成をは
じめ、水泳に関する事前学習も行います。

体操

　授業は実技実習を中心に行うが、
実習の過程で指導法のポイントを学
び取る手法で行う。

(1)生涯体育の基礎となる体力づく
り、動きづくりの体操を学習する。
(2)器械運動の特性を理解し、技能の
向上・修得に努め併せて指導法につい
て学習する。

 １○
 ２○

ボールゲームI

ゲ－ムをとおしてフットボール系球技の基
本的な個人及び集団技能を修得し、学校
現場におけるそれらの指導法について学
習する。

1. フットボール系球技の技術・戦術構造と技
術指導の系統性について理解し、それを練習
または指導計画として構成することができる。
2. ゲーム分析やルール作りなどで創意工夫
をしながら取り組むことができる。
3. チームの中で役割を分担し合いながら、
分業と協業の取り組みに主体的に参加する。

 １○
 ２○
 ３○

ボールゲームII

本授業では、バレ－ボ－ルの個人的
技能、集団的技能及びゲ－ムの戦術
について概説する。また、それらの
指導法についても解説する。

１．バレ－ボ－ルの基本となる個人的
技能及び集団的技能を習得する。
２．バレ－ボ－ルの基本となる個人的
技術及び集団的技能を習得するための
指導法を学習する。
３．ゲ－ムを通して、ゲ－ムの戦術を
理解する。

 １○
 ２○
 ３○



エアロビクス

エアロビック・ダンスは，ダンスの要素を取
り入れた健康・体力づくりを目的とした有酸
素運動である。健康・体力づくりを目標に
プログラムは構成され芸術的な踊りとは異
なる特性をもつ運動である。プログラムは
初級レベルでウォーム・アップ（準備運
動），ステップ・メインダンス（有酸素運
動），コンディショニング（筋力強化運動），
クーリング・ダウン（整理運動）を含む６０分
前後で構成される。音楽に合わせて全体
学習、グル－プ学習を取り入れながら基礎
的な身体づくりをしていく。

1. エアロビックダンスの特性について理解で
きる。
2. エアロビックダンスの効果を実感できる。
3. 動きの楽しさを共感できる。
4. 積極的にグル－プワ－クに参加できる。
5. 基礎プログラムを修得し、グル－プ発表
ができる。

 １◎
 ２○
 ３○
 ４○
 ５△

 １△
 ２○
 ３○
 ４○
 ５◎

 １△
 ２○
 ３○
 ４○
 ５◎

軽スポーツ

生涯スポーツとして手軽にできるスポーツ
種目について、そのスポーツの概要（おい
たちと現況、競技の仕方）、方法（施設・用
具・服装、競技の進め方、主なルール、審
判の仕方）を理解するとともに、基本技能
と練習方法などを修得する。

1. 各種スポーツの基本技能、練習方法およ
び審判法を説明できる。

 １○  １◎  １△

ダンス

　そもそも人間は、演技的存在であ
る。それゆえ本授業では、人間のし
ぐさや儀礼的な身体所作、情動とリ
ズムを通して表出される豊かな身体
表現の可能性を模索する。具体的に
は、
１．モダンダンスの理念、
２．ダンスの創作、
３．その指導法等を通して、非言語
的コミュニケーションとしての多様
な身体表現の可能性を学習する。表
現運動の楽しさや表現運動を通して
得られる運動文化の新たな側面を発
見する。以上のことを学習するため
に、本授業では、授業作品発表会の
場を設け、授業作品を公開し、最終
的な達成度を作品を通して評価す
る。

1.モダンダンスの理念を歴史的に理解
することができる。
2.表現運動の基礎的運動、アクション
フレーズの意味、専門用語を理解する
ことができる。
3.基本動作を確認し、応用することが
できる。
4.表現したい内容を適切な身体表現と
してアクションフレーズを応用し、組
み合わせ、全体を構成することができ
る。
5.自主制作のダンス作品を通して、自
己を見つめなおし、日常生活とダンス
の関係について一定の関係を見出すこ
とができる。
6.グループのリーダーとなり、率先し
て、作品づくりを進めることができ
る。
7.自主学習により、授業内容を反復、
応用し、次回授業時までに高めておく
ことができる。
8.心を込めた作品づくりができる。
9.テーマについて真剣に考えることが
できる。
10.出来上がった作品を他人に見せる
ことができる。
11.基本のステップ、ターン、ジャン
プが正確にできる。
12 アクションフレーズの連続動作を

 １△
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○
 ８△

 １０△
 １１◎
 １２◎
 １３○

 １△
 ２○
 ３◎
 ４○
 ５○
 ６△
 ７△
 ８○
 ９△

 １０◎
 １１◎
 １２◎
 １３○

武道

柔道の基礎的な技術を習得する．特
に固技を重点的に行う．

1.柔道の基本技術の名称．動作を正確
に理解する．
2.柔道の基本技術を正確に習得し，乱
取りに応用する．

 １△
 ２△

社会体育実習

公的施設や民間運動施設において、運動
の指導方法を実習する。

1. 運動を通した健康と生きがいづくりなどの
課題に対応できるように、公的施設や民間運
動施設において運動の指導に必要な専門知
識を理解する。
2. 対象者にふさわしい運動内容と指導方法
を思考・判断する
3. 公的施設や民間運動施設において運動
の指導やプログラムづくりに関心がある。
4. 実習先においては良好な人間関係を持
つ。
5. 対象者にふさわしい指導技術がある。

 １△
 ２△
 ３○
 ４△
 ５△

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４△
 ５○

 １○
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５○

スポーツ原論

1.現代社会における文化現象として
の体育・スポーツが有する諸問題、
また今日の体育学、スポーツ科学が
包括している諸問題を、哲学的方法
を用いて省察する。
2.政治、メディア、国際化、民族問
題、ナショナリズムと体育・スポー
ツ、遊戯論、身体論、スポーツ文学
といった視点から投影されるパース
ペクテヴを紹介し、その論点を整理
する。
3.具体的には複数の論文の中身を紹
介しつつ、個人、集団をとりまく体
育・スポーツ現象に対する学問的ア
プローチの基本概念を学習する。
4.講義時間内に体育を哲学するため
の思考トレーニングとして、「コ
ミュニケーションカード」の記入を
行う。

1.近代体育・スポーツの特性とその変
遷について説明することができる。
2.遊戯論（プレイ論）から、近代体
育・スポーツの根底に流れているス
ポーツ現象を分析し、性格づけること
ができる。
3.身体とコミュニケーションといった
観点から、近代体育・スポーツが有す
る有効性について説明することができ
る。
4.スポーツ事象を多元的角度から捉
え、分析することができる。
5.スポーツ思想について事象を指摘
し、説明することができる。
6.アマチュアリズム、アスレティシズ
ム、オリンピズム、ナショナリズムと
スポーツの関係を論理的に理解し、例
示することができる。
7.実社会におけるスポーツ事象や、自
分自身の体験を、授業で履修した内容
にひきつけて考えることができる。

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５△
 ６△
 ７○

 １△
 ２○
 ３△
 ４○
 ５△
 ７○

衛生学公衆衛生学

　人間の健康に影響を及ぼす各種要
因（食・環境・社会等）と疾病との
関連や各種疾病に対する予防・対策
並びに健康の現状及びその指標につ
いて講義する。

健康の維持増進や病気の予防のために
はどうすればよいのか、病気を引き起
こす要因は何であるかを学び、自らの
健康は自ら守るという考え方を養う。

 １◎  １○

スポーツ史

1.本授業では、体育・スポーツの成
立過程を、主として近代化の観点か
ら概観し、その歴史的位置づけを学
習する（１.体育・スポーツの概念
史　２.近代スポーツの定義　３.分
析視角となる概念装置について）。
2.とりわけ３．分析視角となる概念
装置については、体育・スポーツ史
に関する種々の個別研究論文をとり
あげ、微細な権力関係、国民統合装
置としてのスポーツ、文化人類学的
視点、文化帝国主義、文化ヘゲモ
ニー、民族スポーツとの関わりにつ
いて学習する。
3.受講者は、幾つかの小論文の検討
を行い、最終レポートを提出する。

1.近代スポーツの伝播過程を歴史的に
辿ることができる。
2.日本における体育・スポーツの展開
を概念史に即して説明することができ
る。3.近代体育・スポーツ事象につい
て、その文化的特性と歴史的脈絡を関
連させて捉えることができる。
4.日本における体育・スポーツの成立
契機についてその特徴を捉え、論じる
ことができる。
5.スポーツ特有の文化伝播について、
文化帝国主義や文化ヘゲモニーの観点
を考慮し、今後のスポーツの発展・推
移について、歴史的展開を考慮した上
でその展望を論じることができる。

 １△
 ２△

スポーツ心理学

1.本講では，体育心理学の沿革およ
び基礎知識について説明し，運動・
体育指導に役立つトピックを紹介す
る．
2.また，メンタルトレーニングやス
ポーツカウンセリングなど，運動・
体育指導の現場で有用な技法を実践
する．

1.体育心理学の基礎知識の理解
2.体育心理学の知識を応用しての問題
解決力
3.真摯に授業に取り組む態度；

 １○
 ２○
 ３△

 ２◎  ２◎

スポーツ社会学

1.　この授業では、現代社会における体育
やスポ－ツを一つの社会制度としてとら
え、ほかの制度、たとえば経済や政治、教
育や家族などの制度との関連性について
概説する。                         2.また、社会
構造の中で体育やスポ－ツがどういう位
置を占め、どういう機能を果たすのかにつ
いても概説する。

1.社会現象としての体育やスポ－ツ問題の状
況、背景について説明できる。
2.社会現象としての体育やスポ－ツ問題の相
互関係やその解決策について、自分の意見
を述べることができる。
3.スポ－ツに関する関心を広げ、問題意識を
高めることができる。
4.日常生活の中でスポ－ツ問題について主体
的に考えることができる。

 ４○  １◎
 ２○
 ３○
 ４○

 １○
 ２◎
 ３○
 ４◎

スポーツ経営学

スポーツ・健康メ
ディア論

「情報化社会」と呼ばれる現在、私たちの
生活の中におけるスポーツや健康問題も
メディアの影響を大きく受けている。それは
プラスの面とマイナスの面の両方がある
が、単純に功罪半ばするという見方ではす
まされない大きな問題を抱えている。問題
は今後ますます比重を増すであろう、メ
ディア時代における「スポーツ・健康」問題
（論）をどのような視点からみていくかにあ
る。　本講議では今後重要となってくる「メ
ディアの中のスポーツ・健康」問題を主た
る内容にするが、それは同時にメディア問
題を社会的文脈でクリティカルに読み解き
主体的に使いこなしていく能力の形成＝
「メディアリテラシー」の視点からできるだ
け具体的なスポーツ・健康問題を取り上げ
考えていくことでもある。

1. メディアの仕組み、メディア・リテラシーとは
何かを理解する。
2. スポーツ・健康問題について自分の考え
を表現できる。
3. 新聞・テレビでのスポーツ・健康報道につ
いて情報収集をする。
4. さまざまな情報について他人と議論がお
こなえる。
5. 問題点を一定の表現形式で発表できる。

 １△
 ２○
 ３◎
 ４◎
 ５◎

 １△
 ２◎
 ３○
 ４○
 ５○

 １△
 ２◎
 ３○
 ４○
 ５○

 １△
 ２△
 ３△
 ４○
 ５○

スポーツ法学概論

スポーツ関係法規は，内容的には，大ま
かにスポーツの振興，人権（保障）問題，
及び事故責任と補償問題にかかわるもの
などに区分できる。このようなスポーツ関
係法規についいて，できるだけ事例に即し
て１５回にわたって，その意義や役割・機
能及び構造等について述べる。



カウンセリング論

「カウンセリング」という言葉は，日常生活
の中で，さまざまな分野で使われていま
す。学校場面に限らず企業のメンタルヘル
ス領域においてもますます重要な役割を
担うようになってきました。しかし，誤解も
多く，その実際については十分に理解され
ていません。そこで，講義では，カウンセリ
ングの基本的な枠組みについて講義しま
す。

1. カウンセリングの基本的な概念や理論・
技法について説明できる。

 １△  １◎

メンタルヘルス概論

人間が健康生活を維持する上で心理学的
側面から考慮すべき点について、人間の
心身の機能的背景やそのメカニズムの観
点から理解する。その際、生理心理学的
手法による研究のデータに基づいた考察
は中心的なテーマとなる。

1. 自己の深い理解の上に立って、健康心理
学に関する知識を吸収する。
2. 知識やデータを受動的に受け入れるだけ
でなく、自ら考え、自らの判断に基づいて理解
を深める。
3. 日常生活に密接に関連した内容が多く含
まれ、興味・関心の大きい学問として意欲的
に取り組む姿勢を身につける。
4. 展開される授業に単に受動的に参加する
のでなく、積極的な態度で臨むことができる。
5. 研究のあり方や分析の方法などの基本
的な技能について理解し、それを適切に表現
できる。
6. 科学としての「心理学」として位置づける。
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 ３○  ５◎

卒業研究

卒業論文の作成に向けて、各自の設定し
たテーマに応じて、実験の方法・論文の書
き方について指導を行う。

1. 各自の研究テーマについてのこれまでの
先行研究の概要・問題点を説明できる。
2. 各自の研究テーマについて、実験結果に
基づいて、自らの考えを論理的に､また、わか
りやすく述べることができる
3. 様々な問題について､主体的に考えること
ができる。
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ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）
総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


